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鳥取県境港市

【中国地方整備局 境港湾・空港整備事務所】  
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連結式挙行！ 
 6月26日、鳥取県境港市と島根県八束町を結ぶ「江島大橋」の連結式が橋上の中央部で行われました。連結式

には関係者約５０名が出席し、地元自治体の代表者が橋の連結部分にコンクリートを打ち込み、連結を祝いまし

た。また、境港市の竹本助役と八束町の門脇町長が連結点にて握手を行い、両自治体及び鳥取・島根両県の結

びつきをいっそう強めるものとなりました。 

 現在、境港市と八束町の間には中浦水門管理橋が架けられていますが、はね橋による交通遮断や１４ｔ以上の

トラックやバスは通行出来ないといった問題点があります。江島大橋はこれらの問題点を解決し、港内の物流の

円滑化、及び境港と背後圏の広域ネットワークの形成を目的として平成９年より整備を進めています。全長は約１，

４４６ｍ、経済性、施工性に優れたＰＣ（プレストレストコンクリート）構造で、橋の下を行き交う５，０００トン級の船

舶の航行出来るクリアランス（海面と橋の間隔）を確保しています。 

 江島大橋は今後、道路の舗装や照明の整備工事を行い、１０月中旬開通の予定です。 

   

【連結部分にコンクリートを打込みました】        【竹本助役と門脇町長の握手】 

 

 
          【江島大橋位置図】                     【現況写真】 
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【境港管理組合】 
会員便り

環日本海時代の西日本の玄関口
境港(さかいこう)の物流拠点施設

 （主催：国土交通省中国地方整備局境港湾・空港整備事務所、境港管理組合）

《境港国際コンテナターミナル》供用開始式典を開催

 
 ６月２３日、台風一過の快晴のもと、鳥取県境港市昭和南地先において、地元選出国会議員をはじめ、定期コン

テナ航路運航船社、地元貿易会社ほか関係者約３００名が出席して「境港国際コンテナターミナル供用開始式

典」を盛大に行いました。 
 
 
 
 
 

 
 

                                                    

 
 
 

  
（式辞を述べる齋本 境港湾・空港整備事務所長）         （挨拶する片山 境港管理組合管理者（鳥取県知事）） 

 
同ターミナルは、増大するコンテナ貨物に対応するために、山陰地域では初めてとなるガントリークレーンを配

置した本格的な国際コンテナターミナルで、近年の船舶の大型化に対応するため、最大５万トン級の船舶係留施

設を備えています。ターミナルのうち岸壁部分は中国地方整備局境港湾・空港整備事務所、ヤード部分は境港管

理組合が整備したものです。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（上空からみた「境港国際コンテナターミナル」）               （地元園児からコンテナ船船長へ花束贈呈） 

 



式典にさきだって行われた境港大漁太鼓の演奏で、会場の雰囲気は大いに盛り上がり、式では来賓の方々か

らの祝辞や、地元保育園児、ご存じ鬼太郎、猫娘も参加してのテープカット、くす玉開披、そしてガントリークレーン

の起動式を行いました。 
   
 
 
 

 
                     
 
 
 
 
 
 
              （テープカット）                             （くす玉開披） 

 
 
 

 

                        

 

 
 
 
 
 
  

（起動スイッチを地元園児といっしょに）                      （いよいよ稼働、ガントリークレーン） 

 
 供用を開始した同ターミナルは、環日本海交流の促進と地域経済の活性化に大きく寄与することを目指してい

ます。 
 
 



鳥取県境港市

会員便り
 

 
【境港市】 

 

おいしい魚ときれいな海に新しく妖怪パワーが加わった「境港市」 

 

 境港は水産のまちとして栄えてきており、１９９２年から５年連続日本一の水揚げを記録しています。マイワシの

激減で水揚げが減少しましたが、２００３年も全国第８位の水揚げを記録し、全国有数の水産基地としての地位を

確保しています。 

境港市の特徴は、背後地に高度な加工技術を持つ水産加工業が集積されている点です。水揚げされた魚は

鮮魚として出荷されるほか、様々な食品に加工されており、特に紅ズワイガニの加工では全国約８割のシェアを

誇っています。 

ズワイガニ（松葉ガニ）と紅ズワイガニを合わせたカニの水揚げは日本一で、水産振興協会や観光協会が中心

に「カニの水揚げ日本一」を全国にＰＲしています。 

 

 近年、境港の新しい名物となったのが「鬼太郎」です。「水木しげるロード」と名付けられた通りが、ＪＲ境港駅前
から商店街沿いに約８００メートル続き、ゲゲゲの鬼太郎やねずみ男などの水木しげる氏の作品に登場する妖怪

ブロンズ像８６体をはじめ、妖怪神社や鬼太郎ポスト、目玉の街灯などがあります。 

水木しげるロード全体に妖怪の雰囲気が満ちており、日本中さがしても境港でしか体験することの出来ない感

動を求め、２００３年には全国から８５万人もの方々に訪問いただきました。 

 鬼太郎やネコ娘（着ぐるみ）と記念撮影したり、サラリーマン山田くんと名刺交換をしたり、妖怪人力車に乗って

みたりと、ゆったり楽しく散策してみてください。 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水木しげるロードに登場する鬼太郎（左）やねずみ男（右）のブロンズ像） 

      

 昨年３月８日には水木しげる記念館も開館しました。妖怪研究の第一人者であり、ゲゲゲの鬼太郎や悪魔くん

の作者としても有名な、水木しげる氏の世界を堪能できる記念館になっています。 

 館内は、水木しげる氏へのインタービュー映像や、少年時代に書いたスケッチ等の思いでの品々に始まり、ジオ

ラマやアニメーション、地下に作られた土蔵の再現など、様々な手法で妖怪の世界に来館者を引き込んでゆきま

す。 

 そして精霊の間では、冒険家として世界中を旅して集めてきたコレクションの数々や、現地で撮影した写真など

を紹介しています。 



 その他企画展示室では、貴重な初版本や原画、鬼太郎グッズ等の資料展示が行われているほか、ソファーに

腰掛けながら漫画を読むことのできる読書コーナーもあります。ついつい漫画に熱中し閉館までずっと居るという

人も珍しくない人気のコーナーです。 

この水木しげる記念館は、古くから続く老舗の料亭を改装したものです。自慢の中庭は料亭時代のものを受け

継いでおり、白い外壁や内部の各所にも当時の建物の面影が残っています。 

 もちろん建物は、最新のバリアフリーに対応し、身障者用トイレや授乳室、車椅子対応の昇降機器などが完備さ

れておりますので、どなたでも気軽に訪れていただける施設となっています。 

 

 

（水木しげる記念館） 

 

 

【営業情報】 

・と こ ろ   境港市本町５番地（水木しげるロード東端、本町アーケード内） 

・定 休 日  毎週火曜日（夏休中7/17～8/31は、無休で開館いたします） 

・営業時間  10:00～17:00、入館受付は 16:30 まで 

（夏休中 7/17～8/31 は、9:30～18:00、入館受付は 17:30 まで） 

・料   金  一般 700 円、中高生 500 円、小学生 300 円、障害をお持ちのかた 300 円 

・問 合 せ  水木しげる記念館 電話 0859-42-2171、http://www.sakaiminato.net/mizuki 

 

 

 

http://www.sakaiminato.net/mizuki


山口県萩市 
 
 
 
 
会員便り

【萩市】～維新のふるさと・萩からのご案内～ 
 

        萩 市 観 光 課          
山口県萩市江向５１０           
TEL（０８３８）２５－３１３９      
FAX（０８３８）２６－０７１６      
http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/hagicity/ 

 
萩夏まつりの幕開けを告げる 
   夜空に８，０００発の大ページェント 
 

 
 

 
～日本海最高のロケーションの菊ヶ浜海岸に広がる 
夏の夢 延長１，６００ｍのビーチが観覧席～ 

 
と き／平成 16年 8月 1日（日） 20時～ 
ところ／菊ヶ浜海岸（山口県萩市） 
 
 
 
 
 

萩夏まつりのフィナーレを飾る   
          山口県無形文化財 

すみ  よし じん  じゃ       お   ふ な  う た   
 
 
 
～江戸時代から続く伝統 
蘇る「毛利水軍」！海都・萩～ 

山車の「お船」が城下町・萩を巡航する！ 
松蔭、晋作も見た、聞いた。「お船謡」が 
今、あなたの目の前で唄われる 
と き／平成 16年 8月３日（火） 
コース／浜崎町（11:40頃）⇒熊谷町⇒北片河町⇒呉服町⇒ 
   田町商店街⇒おまつり広場（22:05頃）⇒浜崎町（23:30頃）  

 
 
 
 
 



 
 

 
 
 

迎え火 
と き／平成 16年 8月 13日（金）・14日（土） 
ところ／大照院 午後７時 30分～ 
 

送り火 
と き／平成 16年 8月 15日（日） 
ところ／東光寺 午後７時 30分～ 

 
 毎年、８月１３日・１４日に大照院で迎え火、１５日に東光寺で送り火と、お盆には「萩・万灯会」が

行われます。両寺院の境内には家臣たちが寄進した石灯籠が立ち並んでいますが、それぞれ約５００基の

石灯籠に灯がともされ、人々を幽玄の世界に誘います。 
 
 
 
 
 
本年は、慶長９年（１６０４年）毛利輝元公が安芸の国からこの萩の地に移封され、４００年の節目の年

です。 

萩開府４００年記念事業 

 

これからの主な事業 

萩博物館開館記念特別展「毛利輝元と萩開府」  萩時代まつり 
と き／平成１６年１１月１１日（木）     と き／平成１６年１１月１３日（土）、１４日（日） 
ところ／萩博物館               ところ／萩市内 

 
 
 
 
 
 
 

【企画・編集】 

 中国地方整備局 境港湾・空港整備事務所 企画調整課 田宮 佐々木 

TEL：０８５９（４２）３１４６ FAX：０８５９（４７）００１０ 

  中国地方整備局 宇部港湾事務所 企画調整課 米原 西野 坂本 

TEL：０８３６（２１）５１９１ FAX：０８３６（２９）０３８５ 

【お問い合わせ先】 

 中国地方整備局 港湾空港部 港湾計画課 企画調査係 出口 庄司 

TEL：０８２（５１１）３９０５ FAX：０８２（５１１）３９１０ 

 

 

※みなとオアシスは中国･四国地方整備局が創設したみなとのまちづくりを支援する制度です


